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令和８年第５回 

庄内町議会定例会（９月）のご案内 
               開催予定 ⇒ 9 月２日（水）～ 9 月 1４日（月） 

               開催場所 ⇒ 庄内町役場 A 棟４階  議場 

 

○９月２日(水) 午前９時３０分 ⇒ 議案等審議 

行政報告  

報告第  ９号 工事又は製造の請負契約状況の報告について 

議案第 ８９号 令和８年度庄内町一般会計補正予算（第３号） 

議案第 ９０号 令和８年度庄内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第 ９１号 令和８年度庄内町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第 ９２号 令和８年度庄内町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第 ９３号 令和８年度庄内町風力発電事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第 ９４号 令和８年度庄内町下水道事業会計補正予算（第２号） 

議案第 ９５号 庄内町まちづくりセンター設置及び管理条例の一部を改正する条例の制定につい 

        て 

議案第 ９６号 庄内町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９７号 庄内町消防団条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９９号 山形県公立学校情報機器整備事業 学習用一人一台タブレット端末購入契約の締 

結について 

議案第１００号 学校施設環境改善交付金事業 余目中学校長寿命化改良建築工事（債務負担行為） 

請負契約の締結について 

議案第１０１号 学校施設環境改善交付金事業 余目中学校長寿命化改良電気設備工事（債務負担 

行為）請負契約の締結について 

議案第１０２号 学校施設環境改善交付金事業 余目中学校長寿命化改良機械設備工事（債務負担 

行為）請負契約の締結について 

 

○９月３日(木) 午前９時３０分 ⇒ 議案等審議 

【本会議終了後、決算特別委員会（委員長選任）、各常任委員会】 

議案第８１号 令和７年度庄内町一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第８２号 令和７年度庄内町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第８３号 令和７年度庄内町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第８４号 令和７年度庄内町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第８５号 令和７年度庄内町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第８６号 令和７年度庄内町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

議案第８７号 令和７年度庄内町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

議案第８８号 令和７年度庄内町ガス事業会計決算の認定について 

発議第 ６号 決算特別委員会の設置について 



                                    回 覧 

- 2 - 

○９月４日(金) 午前９時３０分 ⇒ 一般質問（５人） 

［一般質問］９月４日（金）５人、７日（月）５人の計１０人の議員が町当局に対し質問します。] 

スルタン ヌール 議員 

１ 障がいのある方とそのご家族への支援について 

 障がいのある方とそのご家族は、通院や通学、日常生活における介助や送迎など、身体的・精

神的・経済的な負担を抱えている場合がある。また、保護者の高齢化が進む中「親亡き後」の生

活への不安も大きな課題となっている。 

障がいのある方とそのご家族が安心して地域で生活するためには、行政による継続的な支援が

重要であると考える。 

そこで、以下について町の考えを伺う。 

(1) 庄内町では、障がいのある方とそのご家族に対して、現在どのような支援を行っているのか。 

(2) 通院や通学などの移動支援、日常生活における支援の現状や課題をどのように認識し、把握

しているのか。 

(3) 障がいのある方のご家族が高齢化し、介護が困難になった場合や、親亡き後に安心して暮ら

せるよう、町は現在どのような支援体制を整えており、今後どのような方向性でその充実を図

っていく考えか。 

(4) 障がいのある方とそのご家族の負担軽減に向け、現在の支援で不足している点をどのように

認識し、今後どのような施策の充実を図っていく考えか。 

２ 一人暮らし高齢者への生活支援について 

高齢化が進む中、一人暮らしの高齢者の中には、年金収入のみで生活している方もおり、物価

高騰による生活への不安が大きくなっている。また、買い物や通院、除雪など日常生活における

課題を抱える方もいる。 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための支援が重要であると考える。 

そこで、以下について町の考えを伺う。 

(1) 庄内町では、一人暮らし高齢者の生活実態や経済状況をどのように把握し、その課題をどの

ように認識しているのか。 

(2) 物価高騰の影響を受けている一人暮らし高齢者に対し、買い物、通院、除雪、見守りなどの

日常生活支援について、現在どのような取り組みを行っているのか。 

(3) 一人暮らし高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、今後どのような生活

支援の充実や新たな施策を進めていく考えか。 

 

渡 部  伊君子 議員 

１ 子どもたちの声が届くまちづくりについて 

先日の新聞で「夏休みこども町長室」の記事を読み「とおるくんの学校に行こう」からの変更

を知った。この変更の経緯と、これまで子どもたちから出た提案が町の施策にどう活かされたの

か伺う。また、今回の「夏休み子ども町長室」で出た意見の具体的な活用法や、この取り組みの

展望についてはどうか。 

 

伊 藤  和 美 議員 

１ 複合的な課題を抱える子育て家庭への伴走支援について 
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発達に特性のある子どもを育てる家庭では、ひとり親、親自身の障がい、就労、経済、住まい、

学校生活など複数の課題を抱える場合がある。制度ごとの支援にとどまらず、家庭全体の暮らし

を支える視点が必要である。こども家庭センターを中心とした関係課・関係機関の連携と、切れ

目のない伴走支援の現状及び今後の体制について伺う。 

２ 買い物・移動を支える生活支援について 

人口減少や高齢化が進む中、買い物や通院など日常生活の移動手段の確保は、住み慣れた地域

で暮らし続けるための重要な課題である。デマンドタクシー等の公共交通だけでなく、移動販売

や宅配、地域の支え合いなど「人を動かす」「物を動かす」仕組みを組み合わせ、暮らしを支える

必要があると考える。町の現状認識と今後の取り組みについて伺う。 

 

関 口  由 美 議員 

１ 庄内町の第三セクターについて 

(1) 毎年、町に報告されている、第三セクターの事業報告及び決算報告について、町としての分

析と評価はどうか。 

ア 毎年の決算報告書から、第三セクターの経営状況を、町はどう判断しているのか、またどの

ように監査しているか。 

イ 完全業務委託された、ふるさと応援寄附金業務のメリットとデメリットとは。 

ウ 温泉施設管理事業費からわかる、町湯の費用対効果は。 

エ JR 余目駅舎内「あまるめホッとホーム」に係る、受託契約のありかたと金額内訳は。 

(2) 町は、第三セクターに 1,900 万円出資している。毎年の一般会計予算書・決算書にも記載さ

れているが、どのような判断で、出資金があると見なしているのか。今後、町民に対し経営状

況等について、情報公開する考えはないか。 

 

上 野 幸 美 議員 

１ 人口増加対策について 

本町の人口と世帯数の現状は、人口減少率より世帯数の減少が少なく核家族化が進んでいる（第

3 次庄内町総合計画資料より）。町中の宅地造成地は完売となり新築住宅が建っている。一方、町

中以外の集落は、高齢化が進み空き家が増え過疎化が進んでいるところがある。この現状を踏ま

えた将来的な施策について伺う。 

(1) 人口増加を目指して、暮らしやすい、住みやすいを前面に出し移住定住者への支援を拡充し

「ベットタウン化」を打ち出してはどうか。 

(2) 町中以外の集落で、若者が生まれ育った家の集落内に新居を設けることに補助金を支給して

はどうか。（Ｒ6 年総務文教厚生常任委員会「少子化社会対策について」調査報告書） 

２ 避難所の具体的な計画策定について 

7 月の熊本地震発生時の避難所の状況では、当初避難者は雑魚寝であった。その後段ボールベ

ット等設置されたが、本町の指定避難所の一人当たりの面積はどのくらいなのか。それら避難所

計画の具体的内容はどのようになっているのか。 

また、8 月の千葉県の豪雨災害では、状況に合わせた安全な避難はどうあるべきかが浮き彫り

になった。このことも避難所計画ではどうなっているか。 
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○９月５日（土）・６日（日） ⇒ 休会 

 

○９月７日(月) 午前９時３０分 ⇒ 一般質問（５人）  

國 分  浩 実 議員 

１ ネーミングライツの導入について 

全国的にネーミングライツの導入が進んでいる。県内はもとより、近隣の酒田市や鶴岡市でも

実施しており、一定の成果が出ていると思われる。人口規模が 2～3 万人の市町で導入している

ケースもあるため、本町でも新武道館オープンに合わせて幅広い施設を対象に検討すべきだと考

えるがどうか。 

２ 移住、定住政策について 

町ではこれまで様々な移住、定住に関する政策を実施してきたが、人口減少は続いている。他

市町村との人口の奪い合いの様相もあるが、本町として近隣にはない大胆な政策を考えていくべ

きだと思うがどうか。 

３ 防犯について 

無償での廃品回収等（古物商許可業者と思われる）を謳う業者が、無断で敷地内に侵入、また

玄関に居座るなどの情報が複数寄せられている。特に高齢者世帯等では不安を感じている。町と

して同様の情報が伝わっているのか。確認しているようであれば警察との連携に関してどのよう

になっているのか伺いたい。 

 

吉 宮  茂 議員 

１ 人口減少時代の町政運営について 

庄内町は令和7年で合併20周年を迎えたが、地域・地区別人口推移を見ると、役場本庁舎所

在地から遠くなるにつれ人口減少率は高くなっている。市町村合併の原則は地域の特色を生か

した『均衡ある発展』であり「過疎地の中に過疎が生じている」この現象を町長はどう捉え、ど

う解決していくのか伺いたい。 

２ 社会的弱者に寄り添う行政の展開について 

入所施設やグループホームの利用を希望しているのに入れず待機している障がい者が、全国で

２万人、山形県では 270 人に上ることが地元紙により報道があった。一方、配偶者や頼れるこど

もがいない高齢者が、未婚化や高齢化の進展、親族間の関りの希薄化により増加が見込まれる。

次の 2 点について伺いたい。 

(1) 入所待機の障がい者に対する支援 

(2) 身寄りのない高齢者支援 

 

奥 山  康 宏 議員 

１ 持続可能な農業活動について 

(1) 米価の乱高下により、農業者においては営農活動に戸惑いを隠せない状況となっている。農

業従事者が減少していく中、町として米の生産額日本一の本町の取り組みは今後どう舵取りを

していくのか。 

(2) 農地の維持、管理を行ううえで、多面的機能支払交付金事業は欠かすことのできない事業と

なっている。しかしながら、多面的機能支払交付金の交付決定額について、各組織に交付される
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長寿命化の交付額が、どの程度になるか今年度はまだ決定されていない。また、交付率も年々減

少し、事業活動に支障をきたしている。今後の方針はどうか。 

２ しょうない氣龍祭の賑わいについて 

しょうない氣龍祭は、庄内町を代表するイベントとなっている。今年度も 8 月 11 日に開催さ

れ、自衛隊の車両展示コーナー等が設置され、自衛隊車両に乗車したり写真撮影も行うことがで

き、社会学習にも結び付いた氣龍祭となった。 

また、庄内地域を中心に山形県内では、旧車を愛好しているカーマニアの根強いファンが数多

くいる。次年度以降の氣龍祭では、昭和の頃に初度登録された旧車の展示コーナーを設けて、氣

龍祭を盛り上げていってはどうか。 

 

加 藤  將 展 議員 

１ 本県のガソリン価格が全国的にも高止まりしていることについて 

町長は、本県のガソリン価格が全国的にも高止まりしている原因を分析し、その要因は解明さ

れているか。また、解消に向けた具体的な方策は見えているか。県に対しても原因分析と価格低

減に向けた取り組みを強く求めていく考えはあるか。 

２ 効率的で実効性ある地震対策について 

本年 7 月の熊本地震をはじめ、令和 6 年の能登半島地震や令和 7 年の青森県東方沖地震など、

震度 6 弱以上の地震が全国で相次いでいる。本町周辺の庄内平野東縁断層帯は熊本地震の断層帯

と同じく地震発生の切迫度がもっとも高い S ランクに指定されているが、今後、効率的で実効性

ある地震対策をどのように進めていくのか。 

３ 豪雨災害の復旧と安全対策について 

令和 6 年 7 月の豪雨で土石流が発生し、甚大な被害を受けた興屋地内について、毒矢沢の山や

治山堰堤は現在も崩壊したままとなっている。これらの復旧を含め、町は県と連携して今後どの

ように安全対策を進め、住民の生命・財産を守っていくのか。 

 

小 野  一 晴 議員 

１ カントリーエレベーターの支援について 

国(農林水産省)が、老朽化したカントリーエレベーター等の機能増強を支援するために、事業費

の 50％補助するメニューがある。町と県が 4.2％ずつ補助することで、国も 8.4％補助率を上乗

せされることになり、農業者側の負担は事業費の３分の 1 で整備できる。3 月定例会では、農協

等から具体的な話があれば検討したいとのことだったが、令和 9 年度予算編成時期を前に、その

後の状況はどうなっているのか。 

２ 無料低額診療事業に対する町の独自補完事業について 

国の事業で、低所得者の治療を無料・低額で行う制度があるが、医薬分業が増えていることか

ら薬代が対象になっていない。本町議会でも薬代を対象とするように国に意見書を提出している。

町には、実現するまでの間、町が独自の助成事業を創設するべきだとの意見書を提出している。

6 月定例会では、関係機関との調整や財源確保・事務手続き等の課題の調整が必要であり、まだ

判断できないとのことだったが、令和 9 年度予算編成時期を前に、その後の状況はどうなってい

るのか。 
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○９月８日（火） 午前９時３０分 ⇒ 決算特別委員会 
一般会計のうち産業建設常任委員会所管 質疑 

 

○９月９日（水） 午前９時３０分 ⇒ 決算特別委員会、各常任委員会 

  一般会計のうち総務文教厚生常任委員会所管 質疑 

 

○９月１０日（木） 午前９時３０分 ⇒ 各常任委員会 

 

○９月１１日（金） 午前９時３０分 ⇒ 決算特別委員会 

  一般会計終了後、特別会計及び企業会計 質疑 

 

○９月１２日（土）・１３日（日） ⇒ 休会 

 

○９月１４日（月） 午前９時３０分 ⇒ 議案等審議 

議案第 ８１号 令和７年度庄内町一般会計歳入歳出決算の認定について（委員長報告） 

議案第 ８２号 令和７年度庄内町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について（委員長報 

告） 

議案第 ８３号 令和７年度庄内町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定について（委 

員長報告） 

議案第 ８４号 令和７年度庄内町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について（委員長報告） 

議案第 ８５号 令和７年度庄内町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について（委員長報 

告） 

議案第 ８６号 令和７年度庄内町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について（委員長報 

告） 

議案第 ８７号 令和７年度庄内町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について（委員長 

報告） 

議案第 ８８号 令和７年度庄内町ガス事業会計決算の認定について（委員長報告） 

議案第 ９８号 庄内町教育委員会委員の任命について 

発議第  ７号 議員派遣について 
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～ 庄内町議会９月定例会 ぜひ傍聴においでください ～ 

 

 

★ 都合により日程が変わる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

★ 各地区のまちづくりセンターでも議会中継をご覧になれます。 

★ ご自宅のパソコンやスマートフォン、タブレットでもご覧になれます。 

庄内町のホームページからアクセスしてください。 

  

 

 

 

  

 

 

 

                        

 

★ 日中見られない方、後で検索したい方のために録画配信も行っております。会議後、 

１週間程度経過してからの録画配信となります。 

 

お問い合せ  庄内町議会事務局  TEL ４２－０１８８／４２－０１８９ 

 

②「庄内町の行政」中の 
右側のバナーをクリック！ 

⓷「庄内町議会中継」をクリック！ 

①トップページの 
右側のバナーをクリック！ 


